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レ
イ
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発
し
た
チ
ー
ム
に

変
革
を
起
こ
す
べ
く
「
自
分
た
ち
の
生
活

か
ら
変
え
た
」
（
箸
本
）
。
ま
ず
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
片
付
け
を
徹
底
。
主

将
が
率
先
し
て
チ
ー
ム
全
体
を
変
え
る
こ

と
で
、
も
う
一
度
自
分
た
ち
を
見
つ
め
直

し
た
。
プ
レ
ー
面
で
は
「
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

を
準
備
で
き
た
こ
と
が
勝
ち
に
つ
な
が
っ

た
」
（
左
ロ
ッ
ク
片
倉
康
瑛
・
法
４
＝
明

大
中
野
）
。
仮
想
・
早
大
役
を
買
っ
て
出

た
Ｂ
、
Ｃ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
早
大

の
動
き
を
完
全
に
コ
ピ
ー
。
質
の
高
い
セ

ッ
ト
プ
レ
ー
の
特
訓
に
励
ん
だ
。
「
コ
ピ

ー
で
練
習
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
早
大
を
圧

倒
で
き
た
」
（
片
倉
）
。
連
覇
は
決
し
て

偶
然
の
も
の
で
は
な
い
。
チ
ー
ム
全
員
で

つ
く
り
出
し
た
必
然
の
結
果
だ
っ
た
。

王
座
奪
還
へ

昨
年
度
の
対
抗
戦
で
は
早
大
に
36
―
７

で
大
勝
。
選
手
権
へ
向
け
、
確
か
な
自
信

を
つ
け
て
い
た
。
だ
が
、
国
立
競
技
場
で

行
わ
れ
た
早
大
と
の
決
勝
は
35
―
45
と
惜

敗
。
２
年
連
続
14
度
目
の
日
本
一
を
阻
ま

れ
た
。
「
こ
こ
か
ら
の
取
り
組
み
次
第
で

結
果
は
変
わ
っ
て
く
る
」
（
箸
本
）
。
大

舞
台
で
の
敗
戦
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、

勝
っ
て
か
ぶ
と
の
緒
を
締
め
る
。
誰
も
同

じ
ス
ト
ー
リ
ー
を
期
待
し
て
は
い
な
い
。

王
座
奪
還
へ
。
日
本
一
を
懸
け
た
、
新
た

な
戦
い
が
始
ま
る
。

【
内
山
嶺
】

変
革
と
勝
利

主
将
自
ら
が
先
陣
を
切
っ
た
。
前
半
16

分
、
ナ
ン
バ
ー
エ
イ
ト
箸
本
龍
雅
主
将

（
商
４
＝
東
福
岡
）
が
「
攻
撃
の
準
備
が

し
っ
か
り
と
で
き
て
い
た
」
と
敵
陣
ゴ
ー

ル
前
の
密
集
地
帯
か
ら
持
ち
出
し
て
先
制

ト
ラ
イ
。
慶
大
戦
、
帝
京
大
戦
と
取
れ
ず

に
い
た
先
制
点
を
奪
っ
た
こ
と
で
「
自
分

た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
が
し
や
す
く
な
っ
た
」

（
箸
本
）
。
流
れ
を
引
き
寄
せ
、
前
半
を

21
―
７
で
折
り
返
す
。
後
半
に
入
っ
て

も
、
主
導
権
は
終
始
明
大
の
も
の
。
ゲ
ー

ム
を
優
位
に
進
め
、
34
―
14
で
ノ
ー
サ
イ

ド
。
今
試
合
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〝
Ｍ
ｅ
ｉ

ｊ
ｉ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
〟
を
最
後
ま
で
貫

き
、
対
抗
戦
連
覇
を
果
た
し
た
。

対
抗
戦
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
慶

大
戦
。
立
大
、
青
学
大
、
筑
波
大
と
、
順

調
に
突
破
し
て
き
た
中
で
の
敗
戦
だ
っ

た
。
連
覇
の
た
め
に
は
、
全
勝
中
の
早
大

に
勝
つ
こ
と
が
必
須
条
件
に
。
ミ
ス
が
多

拳
法
部

◆
12
・
６

第
65
回
全
日
本
学
生
選
手
権
（
エ
デ
ィ
オ
ン

ア
リ
ー
ナ
大
阪
）
▼
❶
明
大

今
年
最
後
の
大
会
、
全
日
本
学
生
選
手
権
（
以
下
、
府
立
）
。
小
森

彪
楽
主
将(

文
４
＝
桜
丘)

が
大
将
戦
を
制
し
、
優
勝
旗
を
奪
還
し
た
。

明
大
入
学
後
は
さ
ら
な
る
成
長

を
遂
げ
た
。
大
学
デ
ビ
ュ
ー
戦
の

大
会
で
全
勝
を
飾
り
「
素
直
に
う

れ
し
か
っ
た
」
。
し
か
し
１
年
次

の
府
立
で
は
１
勝
３
敗
と
大
苦

戦
。
「
大
学
で
も
精
神
面
で
弱
い

自
分
が
出
て
し
ま
っ
た
」
。
思
う

よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
い
時
期
が

半
年
以
上
続
い
た
。
そ
れ
で
も

「
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
」
。
お

と
と
し
ま
で
府
立
７
連
覇
を
達
成

し
て
い
た
明
大
。
全
国
屈
指
の
実

力
を
持
っ
た
仲
間
と
の
練
習
で
、

小
森
は
次
第
に
感
覚
を
取
り
戻

す
。
２
年
次
の
府
立
で
は
全
勝
。

３
年
次
に
は
個
人
イ
ン
カ
レ
３
位

入
賞
。
い
つ
し
か
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
な
っ
て

い
た
。
「
高
校
の
頃
に
思
い
描
い

て
い
た
自
分
よ
り
も
、
一
つ
二
つ

上
に
い
け
た
」
。
優
勝
を
決
め
た

瞬
間
、
涙
が
込
み
上
げ
た
。
「
昔

と
は
違
っ
て
い
い
涙
で
し
た
」

（
睦
巳
さ
ん
）
。
泣
き
虫
だ
っ
た

あ
の
頃
の
自
分
は
も
う
い
な
い
。

頼
れ
る
主
将
の
目
は
う
れ
し
涙
で

あ
ふ
れ
て
い
た
。

【
久
野
稜
太
】

涙
の
頂
点

待
望
の
瞬
間
が
訪
れ
た
。
決
勝

の
関
西
学
大
戦
は
３
勝
３
敗
の
展

開
に
。
命
運
は
小
森
の
構
え
る
大

将
戦
へ
と
託
さ
れ
た
。
「
最
後
は

自
分
が
決
め
て
や
る
」
。
開
始
17

秒
、
面
へ
の
鋭
い
蹴
り
で
一
本
を

奪
取
。
「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
」
。
間
髪
入
れ
ず
に
相
手
へ
詰

め
寄
る
と
、
最
後
は
面
突
き
で
一

本
。
わ
ず
か
26
秒
で
勝
負
を
片
付

け
、
優
勝
を
決
め
た
。

「
泣
き
虫
な
子
で
し
た
ね
」
と

母
・
睦
巳
さ
ん
は
語
る
。
５
歳
か

ら
始
め
た
拳
法
。
当
初
か
ら
結
果

を
残
し
て
き
た
が
「
精
神
的
に
弱

か
っ
た
」
。
練
習
中
や
試
合
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
泣
き
出
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

「
厳
し
く
指
導
し
て
き
た
」
（
睦

巳
さ
ん
）
。
練
習
後
も
家
で
蹴
り

の
特
訓
。
時
に
は
家
か
ら
閉
め
出

さ
れ
た
。
「
今
の
自
分
が
あ
る
の

は
母
さ
ん
の
お
か
げ
」
。
一
級
品

と
称
さ
れ
る
鋭
い
蹴
り
。
名
門
を

引
っ
張
る
強
い
精
神
力
。
そ
の
原

点
に
は
、
母
の
教
え
が
あ
っ
た
。

臙
脂
軍
団
を
蹂
躙
（
じ
ゅ
う
り

ん
）
し
た
。
関
東
大
学
対
抗
戦
（
以

下
、
対
抗
戦
）
最
終
節
の
明
早
戦
。
優

勝
の
懸
か
っ
た
決
戦
で
34
―
14
と
快
勝

し
、
22
年
ぶ
り
の
対
抗
戦
連
覇
を
果
た

し
た
。
全
国
大
学
選
手
権
（
以
下
、
選

手
権
）
へ
、
王
座
奪
還
の
準
備
は

整
っ
た
。

山村知也選手（令
２営卒・現リコー
ブラックラムズ）

「箸本が言っていたよ
うに、しっかりと試合に
臨む準備ができていたと
思います。意地と意地の
ぶつかり合いで、絶対に
負けない姿勢が見られた
好ゲームでした。昨年度
の僕らの代はここで優勝
して、最後に選手権で負
けてしまっています。本
人たちが一番分かってい
ると思いますが、もう
一度気を引き締めて頑
張ってほしいです」

水泳部（競泳部門）
◆12・３～６ 第96回日本選手権（東京アクアティクスセンタ
ー）▼男子400㍍自由形❷中島
まさに上り調子だ。３日目に行われた400㍍自由形で、中島

（政経３）が準優勝。10月の日本学生選手権で優勝を飾った勢い
そのままに、日本トップレベルの実力を証明してみせた。
予選をトップで通過し、迎えた決勝。前半は「ペースを抑えす

過ぎてしまった」。300㍍地点で３位。ここからスピードを上
げ、ラスト50㍍でトップに躍り出る。しかし「焦りが力みを生ん
だ」。スパートに力が入らず、最後はＯＢの松元選手（平31政経
卒）に追い抜かれた。「簡単には勝たせてくれなかった」。惜し
くも優勝は逃した一方、目標の３分秒台を切る好タイムをマー
ク。「自信になった」と、大きな手応えをつかんだ。
来年４月に行われる同大会は、東京五輪の選考会を兼ねる。

「五輪には自分が行く前提で考えている」と強い気持ちを口にし
た。日本代表に選ばれるには、派遣標準記録の３分46秒34を切る
ことが必須条件。「ストロークを強化したい」と課題は明確だ。
目指すは夢の舞台、東京五輪。本当の戦いはここから始まる。

【伊東彩乃】


ラ
グ
ビ
ー
部

カ
フ
ェ
イ
ン
パ
ワ
ー


部
に
コ
ー
ヒ
ー
文
化
が
浸
透
中
。
飯
沼
（
営
３
）
、
児
玉
（
政
経
３
）
の
同
部
屋
コ
ン
ビ
は
特
に
は
ま
り
、
明
早
戦
前
夜
も
２
人
で
た
し
な
ん
だ
様
子
。
選
手
権
で
も
カ
フ
ェ
イ
ン
パ
ワ
ー
が
さ
く
裂
す
る
か
？

ホ
ッ
ケ
ー
部

◆
９
・
19
～
11
・
29

関
東
学
生
秋
季
１
部
リ
ー

グ
戦
（
大
井
ホ
ッ
ケ
ー
場
他
）
▼
❶
明
大

大
激
闘
の
決
勝
・
山
梨
学
大
戦
。
４
Ｑ
（
ク
オ

ー
タ
ー
）
を
終
え
２
―
２
、
Ｓ
Ｏ
（
シ
ュ
ー
ト
ア

ウ
ト
）
は
５
―
４
。
今
年
一
番
長
い
戦
い
に
終
止

符
を
打
っ
た
の
は
、
Ｍ
Ｆ
鵜
飼
（
政
経
４
）
だ
っ

た
。
決
め
れ
ば
優
勝
、
外
せ
ば
続
行
の
サ
ド
ン
デ

ス
。
得
意
の
タ
ー
ン
で
ゴ
ー
ル
を
奪
い
「
天
に
も

昇
る
気
持
ち
だ
っ
た
」
。
リ
ー
グ
制
覇
と
と
も

に
、
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
座
も
手
繰
り
寄
せ
た
。

山
梨
学
大
は
関
東
２
強
の
座
を
分
け
合
う
宿

敵
。
リ
ー
グ
戦
、
全
日
本
学
生
選
手
権
と
、
大
一

番
で
何
度
も
衝
突
し
た
。
中
で
も
Ｄ
Ｆ
橋
本
主
将

（
文
４
）
は
、
こ
の
４
年
間
、
並
々
な
ら
ぬ
思
い

で
対
決
に
臨
ん
で
き
た
。
「
山
梨
学
大
を
倒
す
た

め
に
明
大
に
来
た
」
。
出
身
は
山
梨
学
大
の
付
属

校
。
同
級
生
や
後
輩
、
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
が
敵

と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
中
「
こ
い
つ
ら
に
は
負
け

た
く
な
い
」
。
そ
の
一
心
を
ピ
ッ
チ
で
体
現
し
続

け
た
。

最
後
の
リ
ー
グ
戦
。
山
梨
学
大
と
の
対
戦
と
な

っ
た
、
最
後
の
試
合
。
「
今
日
は
ず
っ
と
楽
し
か

っ
た
」
。
対
人
プ
レ
ー
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
統

率
に
至
る
ま
で
、
け
が
を
抱
え
な
が
ら
も
フ
ル
ス

ロ
ッ
ト
ル
で
こ
な
し
た
。

今
年
唯
一
の
タ
イ
ト
ル
。
「
正
直
自
分
の
代
で

取
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
。
橋
本
は
少
し

驚
き
な
が
ら
も
、
笑
っ
て
答
え
た
。
令
和
２
年
、

関
東
で
ホ
ッ
ケ
ー
が
一
番
強
い
大
学
は
明
大
。
そ

れ
は
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
事
実
だ
。【

高
野
順
平
】

Ｓ
Ｐ
（
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
で
は
惜
し
く
も
転
倒
し
た

が
、
Ｆ
Ｓ
（
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
で
成
功
さ
せ
た
。

「
初
め
て
試
合
で
決
め
ら
れ

た
」
と
演
技
後
に
は
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
。
全
日
本
選
手
権
へ
、
視

界
は
良
好
だ
。

ア
ク
セ
ル
成
功

ス
ケ
ー
ト
部
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
）

◆
11
・
27
～
29

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
国

際
競
技
大
会
（
東
和
薬
品
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ド
ー
ム
）
▼
❷
樋
口

大
技
・
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

に
挑
戦
し
た
樋
口
（
商
２
）
。

ル
ー
キ
ー
が
台
頭

卓
球
部

◆
11
・
28
～
29

全
日
本
学
生

選
抜
強
化
大
会
横
浜
武
道
館


▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
❸
宮
川

今
年
初
の
全
国
大
会
で
ル
ー

キ
ー
宮
川
（
情
コ
ミ
１
）
が
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
で

は
、
日
本
代
表
に
も
選
出
さ
れ

た
木
造
（
愛
知
工
大
）
か
ら
大

金
星
。
見
事
３
位
ま
で
勝
ち
残

っ
た
。
「
全
日
本
選
手
権
で
ラ

ン
ク
に
入
れ
る
よ
う
に
」
。
今

大
会
を
弾
み
に
、
ラ
ン
ク
入
り

を
目
指
す
。

武井日向前主将（令２商
卒・現リコーブラックラ
ムズ）

「ＦＷは箸本を中心に早大
に対してよくファイトしてい
ました。明早戦という特別な
舞台で、本来の実力を発揮で
きたことは素晴らしかったと
思います。昨年度は、最後の
選手権で敗れてしまいまし
た。早大は何倍も成長して戻
ってきます。ここからの日々
の過ごし方が大切です。改め
て本当に良い試合でした。１
人のＯＢとして勇気をもらい
ましたし、自分も後輩に負け
ず頑張ろうと思えました」

連
覇
途
切
れ
る

ス
ケ
ー
ト
部
（
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
）

◆
10
・
18
～
12
・
６

関
東
大

学
リ
ー
グ
戦
ダ
イ
ド
ー
ド
リ

ン
コ
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
▼
❸

明
大高

鳴
る
中
大
の
歓
声
を
背
に

Ｇ
Ｋ
香
田
（
政
経
４
）
は
涙
を

流
し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
人
生
最
後

の
一
戦
、
見
据
え
る
は
リ
ー
グ

４
連
覇
の
み
。
だ
が
善
戦
む
な

し
く
王
座
を
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
。
「
俺
ら
が
で
き
な
か
っ
た

優
勝
を
」
。
こ
れ
か
ら
は
い
ち

フ
ァ
ン
と
し
て
、
明
大
を
応
援

し
続
け
る
。

日
本
一
な
ら
ず

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◆
11
・
30
～
12
・
６

第
73
回

全
日
本
大
学
選
手
権
（
大
田
区

総
合
体
育
館
他
）
▼
❺
明
大

順
調
に
勝
ち
進
み
迎
え
た
準

々
決
勝
、
順
大
戦
。
序
盤
か
ら

相
手
の
サ
ー
ブ
に
苦
し
み
、
反

撃
に
出
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
。

セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
１
―
３
で
、

日
本
一
へ
の
挑
戦
は
幕
を
閉
じ

た
。
今
年
は
例
年
ほ
ど
の
試
合

機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
「
最
後
に
イ
ン
カ
レ
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
（
島
・
政

経
４
）
。
ラ
ス
ト
は
笑
顔
で
、

最
上
級
生
た
ち
は
コ
ー
ト
を
後

に
し
た
。

女
王
の
壁
高
く

ラ
ク
ロ
ス
部

◆
９
・
12
～
12
・
13

関
東
学

生
特
別
大
会
（
※
会
場
非
公

開
）
▼
❷
明
大

「
こ
の
１
年
間
、
立
大
を
倒

す
つ
も
り
で
や
っ
て
き
た
」

（
佐
藤
主
将
・
農
４
）
。
迎
え

た
女
王
・
立
大
と
の
決
勝
戦
。

一
時
は
４
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
を

覆
す
も
、
試
合
終
了
間
際
に
追

い
付
か
れ
、
延
長
の
末
敗
北
。

優
勝
ま
で
あ
と
一
歩
届
か
な
か

っ
た
。
「
力
は
出
し
切
る
こ
と

が
で
き
た
」
（
佐
藤
）
。
悲
願

達
成
は
来
年
以
降
へ
持
ち
越
し

と
な
っ
た
。

悔
し
い
引
退

ゴ
ル
フ
部

◆
11
・
15
～
29

関
東
女
子
大

学
秋
季
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
戦

（
杉
ノ
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
）
▼
❷
明
大

今
年
最
初
で
最
後
の
大
会
は

明
大
を
含
め
た
３
校
で
の
開
催

に
。
「
良
い
試
合
運
び
が
で
き

な
か
っ
た
」
（
関
野
主
将
・
営

４
）
と
自
身
の
プ
レ
ー
を
悔
や

む
も
「
来
年
は
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
。
後
輩
に
夢
を
託

し
、
４
年
間
を
終
え
た
。

大会スケジュール（12・18～１・23）
日程

12・18～21

12・20

12・21～27

12・～

12・24～27

１・２～３

１・６～23

１・７～10

１・11～17

【部活動名】大会名

【ボードセーリング部】全日本学生選手権

【応援団】第68回定期演奏会・第66回紫紺の集い

【バドミントン部】第74回全日本総合選手権

【弓道部】第68回全日本学生選手権

【スケート部（フィギュア部門）】第89回全日本選手権

【競走部】第97回東京箱根間往復大学駅伝

【サッカー部】#atarimaeni ＣＵＰ

【フェンシング部】第28回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

【卓球部】全日本選手権

会場

沖縄県国頭郡字奥間海岸沖

江戸川区総合文化センター

町田市立総合体育館

オンライン開催

ビッグハット

大手町読売新聞社前～箱根町芦ノ湖駐車場入口

味の素フィールド西が丘他

駒沢体育館

丸善インテックアリーナ大阪

◆小森 彪楽
（こもり・ひゅ
うが）三重県出
身。㌢・76㌔

ルーキーながら３位の宮川

２位に輝いた樋口
〈写真提供：アフロ

／ＪＳＦ〉

香田は試合後涙を流した

◆
中
島

涼
（
な

か
じ
ま
・
り
ょ
う
）

北
海
道
出
身
。


㌢
・
71
㌔

表彰台に立つ松元
㊧と中島〈写真提
供：日本水泳連
盟〉

年ぶりの秋季制覇に
喜ぶ選手たち

優勝旗を受け取る小森
主将

片倉（法４）を中心とする歓喜の輪
【切り込み】㊧対抗戦連覇に歓喜す
る選手たち㊨インタビューを受ける
箸本主将〈写真提供：関東ラグビー
フットボール協会〉

明 大 ス ポ ー ツ 新 聞 (第５０７号)(３) 令和２年１２月１７日 (木曜日)


